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リリース機能一覧
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# 内容

１
Domo.AIの機能追加
• AIコンテンツ生成

2

AppStudio機能追加
• 新しい表機能
• エンベッドするAppのフォーム対応

3
Cloud Amplifierの機能追加
• Snowflake：テーブル名/スキーマ変更（Schema 

Picker）機能

4

Magic ETLの機能追加
• 「SQL」タイルの追加
• グリッド機能
• 取り消す/やり直し機能
• タイルセクションおよび付箋機能

# 内容

5
ワークフローの機能追加
• トリガー機能
• Jupyter Notebookの統合

6
DomoStatsの新規レポート追加
• Workflowのレポート

7
コネクター関連の機能追加
• 同一コネクタにおける複数Datasetの連続作成機能

（一般リリース）
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1. Domo.AI の機能追加
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1. AIコンテンツ生成

1つのデータセットを元にしてそのデータセットから必要になるであろうチャートを自動で複数生成し、その中から必要
なカードを選択してダッシュボード/App Studioを作成したり、既存のダッシュボード/App Studioに追加することがで
きます。

下記のようなシーンで利用することができます。

• ゼロからダッシュボード/App Studioを作成するのではなく、必要そうなダッシュボードをAIで生成させたい時

• 作成したダッシュボード/App Studioにカードを追加したがどのような見せ方があるかAIで生成させたい時

■概要/ユースケース
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1. AIコンテンツ生成

■利用方法

パターン①：Datasetのトップページから生成する場合 パターン②：新規ダッシュボード画面から生成する場合

①こちらの「Appを作成」
をクリック

②「利用を開始」をクリック

①ダッシュボードの新規作成から
「Datasetの選択」

②「利用を開始」をクリック
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1. AIコンテンツ生成

■利用方法

③必要なカードを選択

④既存のダッシュボード/App Studio
に追加するか新規作成するか選択
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2. App Studio の機能追加
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2-1. 新しい表機能
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一般

これまでの表カードよりもより柔軟で直感的に操作しやすい表機能がApp Studio上で利用できるようになりました。

列名や列幅の変更、フォーマット、集計、小計/合計表示、列の表示/非表示、ソート、列の追加や計算処理などの対応が
App Studioの編集画面上で可能なため、都度Analyzerに入って修正せずに簡易的に利用ができます。

■概要/ユースケース

■利用方法

App Studioの編集画面から「テーブル」
をApp Studio上にDrag&Dropして利用
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2-2. エンベッドするAppのフォーム対応
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一般

これまではエンベッドするAppではフォーム機能が利用できませんでしたが、パブリック/プライベートどちらでエンベッ
ドする際にもフォーム機能も利用ができるようになりました。

そのため、外部公開するAppにフォームも含めることでアンケートの回答を得て、そのデータを簡単に活用することがで
きるようになりました。

■概要/ユースケース

■利用方法

App Studio上にフォームを入れた上で画面上部の配布アイコンの”埋め込まれたApp”からエンベッドを設定の上、自社の
Webサイトに埋め込むなどにより公開。
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3.Cloud Amplifier の機能追加
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3. Snowflake: テーブル名/スキーマ変更(Schema Picker)機能

一般

DomoからSnowflakeにデータセットを書き込んだ後にSnowflake上のテーブル名やスキーマの変更ができませんでした
が、変更できるようになりました。これにより書き込み後の運用をより柔軟にできるようになりました。

■概要/ユースケース

■利用方法

Datasetの「設定」画面
①「クラウドストレージの場
所」をクリック ② 書き込み統合対象の下記を変更可能

・データベース
・スキーマ
・テーブル
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4.Magic ETL の機能追加
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4-1. 「SQL」タイルの追加
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「SQL」タイルを使用し、ETL上で自由にSQLを書くことができるようになりました。「SQL」タイルと既存のタイルを
組み合わせて利用することも可能です。 また、既存のSQL DataFlowをMagic ETL DataFlowとして開くことができ、
SQL DataFlowの各SQLが「SQL」タイルとして追加されます。

■概要/ユースケース

■利用方法

①「SQLタイルをドラッグ&ドロップ

一般

②SQLを記入
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4-2.グリッド機能
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ETLにキャンバスのオプション設定にてグリッド線が設定できるようになりました。グリッド線を利用することで、キャ
ンバスにタイルを簡単に整列して配置することができます。

■概要/ユースケース

■利用方法 ①「設定」

一般

②キャンバス設定

■設定前

■設定後

グリッドが表示

③グリッドを選択
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4-3.取り消す/やり直し機能
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「取り消す/やり直し」を使用するし、キャンバスに加えた変更を元に戻し、元に戻した変更をやり直すことができるよ
うになりました。 また、編集の任意のポイントに元に戻したり、やり直すことができる「履歴」リストも表示されます。

■概要/ユースケース

■利用方法 「取り消す/やり直し」

一般

任意のポイントに戻る
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4-4.タイルセクションおよび付箋機能
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タイルセクション + 付箋にて、タイルを視覚的にグループ化し、コメントを残すことができるようになりました。セク
ションには色を指定することができます。付箋はキャンバスに追加するだけでなく、セクション内に含めることができま
す。 付箋には色と書式を設定することができます。

■概要/ユースケース

■利用方法

一般

① 複数のタイルを選択後、
「右クリック」→「セクショ
ン作成」でグループ化

② セクション化後、「セク
ション名を変更」でセクショ
ン名を指定可能

③ セクション化とは別機能で、
キャンバス上で「右クリック」
→「コメントを追加」で付箋を
追加、キャンバス上に配置
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5.ワークフローの機能追加
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5-1.トリガー機能
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一般

トリガー機能を利用することで、ワークフローを開始するためのトリガーを1か所で確認、追跡、管理できるようになり
ました。

■利用方法

■概要/ユースケース

「トリガー」のタブ

設定済みのトリガー一覧
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5-2. Jupyter Notebookの統合
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一般

ワークフローからJupyter Notebookを起動させる関数が追加されました。これにより、ワークフローから
任意のJupyter Notebookのスクリプトを起動することができます。

■利用方法

■概要/ユースケース

Jupyter Notebookを起動する関数
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6. DomoStatsの新規レポート追加
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6. Workflows の追加
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一般

Domo Statsのレポートに「Workflows」のレポートが追加されます。Workflowの属性情報を取得することができます。

取得列名（一部）：「Workflow Name」「Workflow Version」「Model ID」 「Created By」

■概要/ユースケース

■利用方法

データ > データを接続 > コネクター > Domo Stats > REPORT：Workflow Workflowの属性
情報を取得
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7.コネクター関連の機能追加
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7.同一コネクタにおける複数Datasetの連続作成機能
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一般

データセットの設定完了後に「保存して新規作成」を選択して、データセットを連続して作成できるようになりました。
同じコネクタの複数のデータセットを複数作成する際の時間と労力が削減されます。

■概要/ユースケース

■利用方法

データセットを
連続作成
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